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巻 頭 言   

平成２７年度年初巻頭に作業エリアの手入れ順番を明記させて頂きました。 

  。 

 

◆巻 頭 言  横浜２年連続一位 

先日孫娘と高校卒業祝い(私の人生卒業はまだまだ早い)に奈良へ２泊３日の旅行に行っ

てきた。奈良では興福寺、春日大社、東大寺、法隆寺、薬師寺などを見学し、薬師寺では法話

を聞く事ができた。 

又大和平野の天理市から桜井市までの１２KM の山の辺の道(東海道自然歩道・７世紀初め

頃からの道)のハイキングコース７．５KM を偶然出会った親切なガイドボラの方に歴史的話を

聞きながら歩いた。それから近鉄八木西口駅近くの観光地、今月町の伝統的建造物群保存

地区、戦国時代一向宗門徒の建設した街並みを今に受け継ぎ人々が暮らしている事に大変

感動した。孫娘にとっても心に残る思い出になってくれる事と思う。 

この前新聞に住みたい所（街）ランキング関東版（インターネットで東京、神奈川、埼玉、千

葉、茨城に住む２０～４９歳の男女からの回答）によると、交通の便、商業施設、緑が多く景観

が良いとの評価から、横浜が２年連続一位だった。この評価で緑、景観の面で、瀬上さとや

まもりの会が活動している瀬上市民の森も含まれていると思うと、月２回の活動も有意義

なものと思う。                      高嶋 光夫 

 

◇令和元年 5月・6月の活動予定 

１） 5月 12日（日）9時半～14時半〔定例作業〕 ・集合場所 公田西駐車場 

◇作業目的：身近な自然の保全（竹林の保全） 

・作業場所：公田ニーズランド裏竹林 

・作業内容 ：筍の蹴っ飛ばし作業（適正な竹林密度に） 

     ・枯れ竹、欠損竹、老竹の伐採と片付け。 

・持ち物 常備具（竹引きノコ・手ノコ・ナタ）、お弁当、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱 

   ※穂先竹、間引き筍等の収穫物もあります。各自、持ち帰りの出来るよう 

ビニール袋を持参して下さい。 

２） 5月 26日（日）9時半～14時半〔定例作業〕    ・集合場所 池の下広場 

◇作業目的：多様性保全型針広林を目指した森づくり作業 

・作業場所：中尾根エリア 

・作業内容 ：間伐作業と遊歩道へのカントリーヘッジの設置 

・持ち物 常備具（手ノコ・ナタ・カマ）お弁当、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱、チェンソー、カケヤ、スコップ 

      麻紐、ロープ、チルホール 

３） 6月 9日（日）9時半～14時半〔定例作業〕 ・集合場所 池の下広場 

◇作業目的： 景観保全型落葉広葉樹林を目指した保全作業 
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・作業場所：道場丸エリア（区域 B） 

・作業内容：モニタリング（コドラートの植生調査とネザサの郡度調査） 

     ：区域Ｂのネザサの駆除（皆伐）作業 

・持ち物  常備具（手ノコ・ナタ・カマ・竹引きノコ）、お弁当、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱、刈払機、チェンソー、カケヤ、スコップ 

４） 6月 23日（日）9時半～14時半〔定例作業〕 ・集合場所 池の下広場 

※各自ヤブ蚊対策（防虫スプレー）を準備して下さい。 

◇作業目的：多様性保全型針広林を目指した森づくり作業 

・作業場所：中尾根エリア 

・作業内容 ：間伐作業と遊歩道へのカントリーヘッジの設置 

・持ち物 常備具（手ノコ・ナタ・カマ）お弁当、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱、チェンソー、カケヤ、スコップ 

      麻紐、ロープ、チルホール 

 (令和元年７月・８月号の原稿に関し、上記活動報告は伊藤氏、巻頭言は上手氏、リレートークは岡 

相子氏です。原稿の締め切りは令和元年６月２５日(火)枝村氏迄宜しくお願いします)作業を欠席さ

れる方は、メール(TOKAMI6666@aol.com)又は電話（894-2800）で山上部会長迄。 

 

【樹林地部会 活動日誌】      報告者 山田忠浩 

（１）平成 31年 3月 10 日(晴)道場丸にて研修、いっしんどう笹刈り 

参加者 三島 酒巻 高 山田 武内 竹内 戸賀澤 枝村 高嶋 小嶋 山上 佐谷 

小宅 伊藤 中塚 計 15 名 

9:30～道場丸へ移動。まちむら交流機構指定の安全講習（原則作業年度早々に実施だが、

今回特別に年度内として了解してもらった）『ガイドライン』に沿って研修、酒巻氏が受講され

た『リスクアセスメント』資料も参考にしながら活発な意見交換、約 2時間の勉強会をした。 

１２：００～いっしんどう広場へ移動、昼食後 A2下の笹刈りをして１３：３０終了  

  

   

車座になって勉強会        植樹部分は気を付けながら     この辺りに山百合が。。 

 

（２）平成３１年３月２４日(日)晴 苗木移植、樹林地部会総会、花見 

参加者； 浅見 枝村 佐谷 酒巻 高嶋 長谷川 岡 三島 竹内 戸賀澤 山上 

渡邉 渡部 伊藤 計１４名 

① 中尾根で根巻した苗木を７本道場丸に移植 

② まちむらへの報告疑義について打ち合わせ 
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③ 申請地の将来、アカメはエリア内１０本程度、アオキ除伐７５％、 

大丸については１００％の除伐を目指す、安全講習受講の義務徹底。 

④ ソメイヨシノは未だでしたが大島桜は咲いて楽しいお花見総会となりました。 

 

（３）平成３１年４月６日（土）晴 セキレイ団地集会室にて瀬上さとやまもりの会本部総会 

参加者； 佐谷 三島 戸賀澤 小宅 野沢 武内 酒巻 岡 丸山 

    山上 上手 伊藤 計１２名 (樹林地部会メンバー) 

議案書に沿って進行、出席１９名、委任状２１名で成立、役員改選の問題点指摘 

 

   

 中尾根から７本を移植     お弁当、おつまみ一杯で楽しい花見  セキレイ団地集会所にて 

       

（４）平成 31年 4 月 14 日曇り 

参加者 石渡、浅見、伊藤、枝村、岡、小宅、武内、三島、佐谷、酒巻、高、高嶋、渡邊、 

長谷川、野沢、山田、以上 16名 

集合場所、集合時間 午前 9 時 30 分、池の下広場 

持参器具 各自指定された器具、並びに仮払機、刈込ばさみ等 

活動内容 2019 年度 会費徴収 

9 時半よりラジオ体操で身体をほぐし、いっしんどうエリヤに向かって左側（A1）エリヤの 

笹刈りを行う 

活動の前に作業責任者、および補佐の任命を行い(名簿順)、石渡氏、補佐は浅見氏が任

命され指揮を執ることが決まった 

両氏の指導の下、作業エリヤ内の笹刈りを行う 

午前中の作業を終えて、いっしんどうに戻り、昼食をとる 

昼食後打ち合わせ、および報告事項 

道場丸は６月以降伐採作業に入る 

役員改選は一年延期し後任の選定をする 

５月に栄区より竹林の保全作業の依頼がある 

安全講習会の開催を検討中 

森づくり活動のための研修に当会として伊藤氏、山田氏が参加予定 

チェーンソーの管理者を発表、(CS357浅見氏、山田氏 CS２５１T酒巻氏、星野氏 

CS260T小島氏、佐谷氏 CS４２RS 三島氏、山上氏 CSVE366高嶋氏 CST３５００竹内氏 

CS42RS 渡邉氏)、詳細別途メールにて明記する 
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５０ｃｍ長の笹をバインダー利用で  枝切を使って丁寧に      コナラの実生、天然の苗床？ 

◆ リレートーク    

 ご先祖様の生活道路に思いを馳せ       石渡 孝二 

今、山手学院と横浜栄高校の間の小

高い山腹に遺跡発掘の調査が入って

いる。ここは昔たたら製鉄所があった

場所であるらしくそのことを記した案

内板が出ている。円海山から天園へ向

かう尾根道の途中に「たたら道」の案

内板がある。この道は市境広場から釜

利谷に通じる。金澤・鎌倉の山は鉄分

を多く含んでいたのでしょう。たたら製鉄の塊を隣の鍛冶ヶ谷で精

錬し、農具や武器を生産していたのでしょう。日々の生活のため一

所懸命に稲を成育させることが本命であったことでしょう。鉄を使

用した農具でさぞ生産の効率を上げたことでしょう。近年になり相

武隧道（トンネル）ができまた最近は圏央道が工事中で忘れがちで

すが円海山尾根道は相模から武蔵へ行く重要な道路であったと思

われます。ご先祖様が大切に使っていた道路に思いをいたし、いつ

までもこの良い自然環境を絶やさぬよう日々の活動をしたいもの

です。 

 

◆編集後記 

平成から令和へ改元の為、何時ものゴールデンウィークが何と１０連休だと言う。 

通信の発行印刷を区役所にお願いしている都合上、連休最中の４月２８日(日)の活動の報告

は間に合わない。依って次号１５２号に載せる事となったご了承を。 

思えば平成時代、何と災害の多かった事だろう。地震(阪神淡路、東日本、熊本他)数えきれ

ない程である。豪雨災害も多発、大型台風の襲来、その都度平成天皇（？）が被災地に赴か

れ被災者等を丁寧に見舞われた。気候変動の事も気になる。豪雨で瀬上の森もえぐれ、水

場が土砂で埋もれてしまう。里山は人が手入れをしてこその景観なのだ。令和が平穏な時

代となるよう祈りたい。    (伊藤) 


